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巻頭言 

正義の味方ヅラをするメディアの真相 

 

シビル NPO 連携プラットフォーム 理事 

 世古 一穂 

 

 

●「新聞記者」という映画 

「新聞記者」という映画がヒットしている 

東京新聞記者・望月衣塑子のベストセラー

「新聞記者」を原案に、政権がひた隠そうと

する権力中枢の闇に迫ろうとする女性記者

と、理想に燃え公務員の道を選んだある若い

エリート官僚との対峙・葛藤をオリジナルス

トーリーで描いた衝撃作。東都新聞記者・吉

岡のもとに、大学新設計画に関する極秘情報

が匿名 FAX で届く。日本人の父と韓国人の

母のもとアメリカで育ち、ある強い思いを秘

めて日本の新聞社で働いている彼女は、真相

を究明すべく調査をはじめる。一方、内閣情

報調査室の官僚・杉原「国民に尽くす」とい

う信念とは裏腹に、与えられた任務は現政権

に不都合なニュースのコントロール。ある日

彼は、久々に尊敬する昔の上司・神崎と再会

するのだが、その数日後、神崎はビルの屋上

から身を投げてしまう。真実に迫ろうともが

く若き新聞記者。闇の存在に気付き、選択を

迫られるエリート官僚。二人の人生が交差す

るとき、衝撃の事実が明らかになる 

  

●メディアには闇の存在が跋扈する？ 

新聞やメディア業界も正義の味方づらを

しているが内実は日常化しているセクハラ、

パワハラ他の世間にしられたくないことの

もみ消しを社をあげてやっていることは周

知の事実だ。 

 

土木業界も闇の存在が、跋扈する？ 

映画「新聞記者記者」をみて市民社会と 

土木業界について考えるのも一興では？ 

 
  


